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 本研究領域は、過去に採択された新学術領域研究「生合成マシナリー：生

物活性物質構造多様性創出システムの解明と制御」（平成 22～26 年度）での

成果を踏まえ、生合成遺伝子の設計図を読み解く研究から新たな設計図を描

く方向への飛躍的発展を図り、「天然にない化合物の合成」、「希少な化合物

の大量合成」、「生合成系の分子レベルでの解明」を目指す挑戦的な提案であ

る。 
 本研究で提案される生物模倣技術は、クリーンかつ経済的な物質生産技術

として、化学合成と相補的な役割を果たす新しい「有機化合物の製造技術」

の確立に資するとともに、医薬品などの有用物質の創出にも大きく貢献す

る。当該分野は世界的にも熾烈な競争下にあるが、本領域は我が国の優位性

を強化するために必要なだけでなく、医薬品のみならず、エネルギーや新規

素材の生産技術に革新をもたらすと期待される。 
 研究組織は、3 つの研究項目と 12 の計画研究により構成され、各階層間

の連携によって領域全体の研究を強力に推進できる体制となっている。豊富

な実績を有する領域代表者を中心として、先の「生合成マシナリー」の計画

研究代表者と中堅、若手研究者がバランスよく配置された研究組織が形成さ

れており、領域全体の発展的な推進が期待される。また、総括班と国際活動

支援班による若手研究者育成および国際連携の進展に関わる活動にも十分

な配慮がなされている。 
 

 


